























































































































43年半ばまでは地主とのいわゆる「連合抗日 J の時期とされる。 43年半ば以前に
は戦局全体の優位が確立されていなかったので、むしろ地主層など旧来のリーダ
ーと妥協的であり、政策自体も表面上は穏健であった。経済的には「減租減息J
































































れた反「黒地 J (隠蔽耕地)、反「貧汚 J (汚職)、「旧債 J (過去の搾取)返済な
どによって、減租減息運動では公然とは出来なかった地主層からの土地没収がな






































































































1人 (57.42%)、中農が 4462人 (26.06%)、富農が 436人 (2.55%)、地主が 114









科長 J以上では、全省で、地主 21.6%、富農 21.6%、中農 43.18%、貧農 10.32%




6%、中農 39.65%、貧農 7.76%であったが、本稿の舞台である演海区では地主 6.









































































9人、富農は 5028人、中農は 3379人、貧農は 859人、その他は 519人である。

































































2箇の行政村の内、民主村は 2585箇村 (25.34%)、形式中間村は 4794箇村 (46.9 
9% )、封建村は 2823箇村 (27.67%) であった。演海区に限れば3509箇村の内、
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構 J1942年 10月 1日『遺編J9巻。
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知 J 1944年 11月5日 附:r大庖査減闘争総結 J (原載『闘争生活』滑刊、 1944年 10月)J r 遇編~ 13巻
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本稿は平成 14-16年度科学研究費 若手研究 (B) 課題番号 14710253 r抗日根拠地における“階
級対立"と共産党支配確立の再検討:山東省首南県大庖鎮Jによる研究成果の一部である。
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